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旨

本研 究は、交流分析 を応用 した非言語的 コ ミュニケーシ ョン方法における仮説、理論 について論述す

る ものである。 この方法論 に より言葉 によるコ ミュニケーシ ョンが困難である対 象 に対 し、音声 や スキ

ンシ ップに よる非言語 を用 いたアプ ローチが有効 であるこ とを示 す。 この ような非言語的 アプ ローチ と

して具体 的に考え られ た理論 として、交流分析 にお ける自我構造論 とス トロー クの概念、加 えて来談者

中心療法 によるカウ ンセ リング技 法を応用 した。

1.問 題 ・目 的

交流分析を応用 したアプローチのコンセプ ト

人間は快、または不快 を伴 う何 らかの刺激を受けて生きている。そしてそれらの刺激を人間は、

外界か らあ らゆる側面において獲得 しなければならない。この刺激を交流分析ではス トロークと

いう。

ス トロークとは 「その人の存在や価値を認めるための言動や働 きかけ」 と定義されている(E.

バーン)。ス トロークには他者からの愛撫、接触、声(音 声)と いう肉体的なレベルの ものから、

微笑む、傾聴、うなず くという心理的なもの、褒める、あいさつをするといった言葉によるもの

まで様相がある。人間はこのようにして快、または不快のス トロークを得ることによって生体の

機能を維持、向上させてい く。ス トロークを得るための手段として我々が用いるのが社会化、他

者との交流である。

交流分析において人間とは、他者 との交流の中で多 くのス トロークを獲得 して生 きていると考

える。その在 り方は健常者であっても本論の対象である言語によるコミュニケーションが困難な
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者に対 しても適用可能なことが、同 じ人間である以上違いはない。

しかし言語によるコミュニケーションが困難な者は、容易 に社会化、または他者 との交流によ

ってス トロークを獲得出来ない。そこには一般の健常者 とはコミュニケーションの方法に違いが

あると考えられる。 したがってそのような人たちに対 し、健常者とは別のコ ミュニケーション方

法によって交流 を行 えば、コミュニケーションでス トロークを獲得可能であると考えられる。そ

の具体的なコミュニケーション方法の1つ が、交流分析を応用 したアプローチである。

皿.本 理論における仮説の構造

1.交 流分析について

交流分析を応用 したコミュニケーション方法の理論について以下論 じる前に、説明に必要な交

流分析の理論を概説する。

交流分析では人間の心 を次のように考える。E.バ ーンは、人間は誰で も自分の中に3つ の自我

状態をもっており、その自我状態とは"思 考及び感情、更にはそれらに関連 した一連の行動様式

を総合 した1つ のシステムである、としている。自我状態はそれぞれP(Parent)、A(Adult)、

C(Child)と 呼ばれ、3つ の自我は更に、PはCPとNPの2つ 、CはFCとACの2つ に分けられて、

実際は5つ あるとして考えられている。

(1)5つ の自我状態の脱明

CPと は、自分の価値観や考 え方を正 しい ものとし、それを譲ろうとしない部分である。良心

や理想と深 く関連 しており、主として子どもたちが生活する上で必要 となる様々な規則 を教える

が同時に批判、非難 も行 う。しか しその働きが強すぎると、尊大で支配的な態度、命令的な口調、

褒めるよりも攻める傾向などが前面に表れる。

NPと は、親切や思いや り、寛容な態度を示す部分であ り、子 どもや後輩 をいたわって励まし、

親身になって面倒をみようとする。罰するよりも許 し、褒めることを指導 しようとするb人 の苦

しみをわが事のように感 じ取ろうとする養護的な、優 しい面を備えている。 しか しそれが強すぎ

ると、過保護になる。

Aと は、事実に基づいて物事を判断しようとする知性、理性と深 く関連する部分である。感情

に支配 されないよう合理的かつ論理的に冷静な対応をとろうとする。

FCと は、自我状態の中で最 も生来的な部分にあた り、自由で何物にも縛 られない自発的な特

徴がある。泣 きたい時に泣き、笑いたければ笑 うなど自然に素直な感情 を表すことが出来る、自

由な側面である。

ACと は、自分の本当の気持ちを押 し殺 し、両親、権威者 に従う、または期待に添えようとす

る部分である。自然な感情 を表現出来ず、自発性に欠けていて他者に依存する。この感情はしば

しば陰湿で不自然である。大人のように振舞おうとする。
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(2)相 補的なやりとりと交差的なやりとり

交流分析理論の"今 ここに"と いう状況における他者 とのコミュニケーション論は大 きく2つ

に分けられてお り、相補的なや りとりと交差的なや りとりがある。

相補的なや りとりとは、相手の自我状態に合った適切なス トロークを与えることで、建設的な

コミュニケーションを成立、持続 させることが出来る。このような交流の効果 として互いに

i)共 感 を得 られたと感じるii)気 持ちが良いiii)受 容されたと満足感の得るiv)相 手に親近

感が湧 くv)安 心感をもつ、とされている。

またこの交流の時には互いの自我状態の間でそれぞれのス トロークの関係が平行な状態で往来

している状態になる。(図表1A)

交差的なや りとりとは、逆に相手の自我状態に不適当なス トロークを与 えることで、相手が不

快な感情体験を抱 き、 コミュニケーシゴンが円滑に進 まな くなる。この交流 をするとi)混 乱 し

た り、ii)失 望 した り、iii)何 やら裏切 られたような気持ちになり、iv)気 まず くなる。この交

流の時には互いの自我状態の間で、ス トロークの関係が平行でなく、あるいは交差 した状態にな

っている。言い換えれば自分の自我状態にあった期待通 りのス トロークを互いで交換出来れば、

相補的で、そうでないものを交差的なや りとりと総括出来る。(図表1B)

図豪lA相 補的なやeJと り B交 差的なやりとり

(3)肯 定的なス トローク 否定的なス トローク

これらの交流 に使われるス トロークの性質にも2種 類存在 し、肯定的なス トロークと否定的な

ス トロークがある。肯定的ス トロークは相手に幸福感と喜びを与 え、その存在に意味を感 じさせ

る内容のものであ り、逆に相手の存在を否定 し不愉快で憂諺な気分にさせるのが否定的なス トロ

ークである。

2.交 流分析によるコミュニケーション理験

これらの理論を基に他者との交流で、 どのようなス トロークを与えることが適切かということ

を考える。図を参照にしなが ら考えるとス トロークの次のような性質が分かる。

i)Aに よる相補的なや りとりを成立させるものは、Aの ス トロークを返してもらう以外にない。
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A以 外のス トロークを与えれば、いずれも交差的なやりとりになるからである。(図 表2)

ii)CP、ACに よるス トロークはしばしば、他者を自分や社会の価値基準に則って評価する

または叱責するという自我状態の性質から考えると否定的なス トロークにな り得る可能性があ

り、交流間で葛藤または交差的なや りとりへ発展する可能性がある。

したがってこれらの特徴を考えれば、適切なス トロークの条件は次のように絞 られる。

a)相 補的なや りとりを行うためには、Aに よるコミュニケーションを控える。

b)CP、ACに よるス トロークは葛藤、交差的や りとりへ発展する可能性があるので避ける。

c)NP、FCに よる肯定的なス トロークを極力用いる。

図表2Aに よるやりとりの不成立

3.来 談者中心療法の技法を用いた肯定的なス トロークの条件づけ

では次にコミュニケーション手段 としての交流分析理論を如何 に応用するかについて述べる。

ロジャーズ(C.R.Rogers)は セラピーにおける関係作 りのために次の研究を応用 した。 フェア

プランク(Verplanck,W.S.)と グリーンスプーン(GreenspOon,J.)ら の研究によれば、言語行

動でのオペラント条件づけが、ある関係の中で可能なことを示唆している。ある種の言葉や発言

の後に 「うんうん」や 「そうだね」 といって頷いた りすると、その種の言葉が強化され、その発

言数が増加してい く傾向があることを述べている。 このような方法 を用いることで、複数か らな

る言葉、敵意のこもった言葉、意見を表明する言葉など、多様なカテゴリーの発言を増加させる

ことが出来ると結論づけた。

当事者はその関係においていわば、 うなず き行動によって強化 されたわけである。つまりオペ

ラント学習による理論と原理を心理療法での関係作 りにおいて応用 したのである。それを本論で

は交流分析を使って応用すると次のように展開される。すなわち対象者に対 して次のように接す

る。

1)NP、FCに よる肯定的なス トロークを持続的に送 り続ける。

2)そ の肯定的なス トロークにより彼らが、それを快だと感 じるように学習させる。
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3)同 じように肯定的なス トロークを送 り続ける中で、彼らが自然その発信源が特定の関与者で

あることに気づいていく、または気づかせる。

4)こ れによって関与者 と肯定的なス トロークとの間でオペラン ト学習を成立 し、関与者 との関

わりが密になっていく。

したがって対象 との間に好感のもてる信頼関係が獲得出来ると考えられる。

皿.ス トロークの概念を通 しての人間発遣への影響

また一方 このようなス トロークの与え方が、人間の建設的発達にも影響を与えていることをス

ピッツ(R.A.Spitz)が 次の研究で述べている。スピッツは、赤ちゃんが健全な成長を遂げるに

は、どのような条件が必要であるかについて研究 した。乳児院に行 き、赤ちゃんを2つ のグルー

プに分け、両方のグループに同 じ食物を与えたが、片方のグループには話 し掛けや抱 っこ、頬擦

りなどのスキンシップを与えなかった◎数ヶ月も経たない間に、スキンシップのなかったグルー

プの赤ちゃんは身体の成長がみられず、言語発達 という精神的な発達が遅れてしまったとのこと

である。

こうしたスキンシップは、乳児期の子 どもは基本的欲求である褒められること、自分の存在を

受容 してもらえることによる自己承認欲求を充足 させる。それは、自分が大事であると思う自信

の成長につながり、同時に自分をそのようにしてくれる対象 も大事であるという学習するように

なるからと考えられる。従ってこのような観点からも他者 との信頼関係が学習体験 を通して成立

すると考えられる。スピッツの研究は、スキンシップの中における交流分析的観点か ら考えても、

信頼形成が可能であると考えられる。

N.今 後の研究に向けて

本論における仮説 を用いることによって、言語的コミュニケーションが困難であるものと交流

手段の1つ を示すことが出来た。

著者はこの研究 を次の分野への応用を考えている。それは広汎性発達障害をもつ人たちとのコ

ミュニケーションには次のような課題がある。DSM-IVよ りその基本障害を述べると

1)言 語の障害、2)対 人関係における質的障害、3)社 会性の障害

が挙げられる。

またそれだけでな く、自閉性障害を伴 う多 くの人たちが、精神遅滞を重複 してお りしば しば知

的情報の交換 というレベルのコミュニケーションが困難とされている(Wing.L)。

このような主訴 より彼らは、非常に偏った方法によるコミュニケーションを行い、また健常者

とは異なった形式による対人関係の在 り方を見せる。そういった理解への困難 さと言語によるコ

ミュニケーションを行 うことが困難であることより、本人だけでなく関係者 も共 に苦悩すること

になる。そこで彼 らとのコミュニケーションにおいて、肉体的精神的な側面へ直接働きかける非

一175-。



奈良大学大学院研 究年報 第14号(2009年)

言語を主としたコミュニケーションを使用 し、こちらの意図を、言葉を介さずにある程度メッセ

ージを伝えれると考えられる。このようなコミュニケーションを介 して、広汎性発達障害者 をは

じめとした、言語的コミュニケーションが困難な人との間に信頼関係を成立させることを目的と

し、今後の研究につなげていくつもりである。
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Summary

Thisarticleistodescribeaboutthetheoryofnollverbalcommunicationmethodbasedon

Transac'ionalanalysis.Therearesomeclientswhoaren,tgoodatverbalcommunication.But

usingnonverbalcommunication,Isugges仙atwecancommunicatewi止them"use血11y".This
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